
様式第１号 

福井市学校版環境ＩＳＯ 実施計画書 

 

福井市長 様 

 

私たちの学校は、恵み豊かな環境を守り未来に引き継いでいくために、環境保全に関す

る学習、教育及び活動を積極的に行って環境にやさしい学校づくりと生命や自然の大切さ

を理解し郷土を愛するモラルの高い児童・生徒の育成に取組むための実施計画を作成しま

したので、福井市学校版環境ＩＳＯ認定制度による認定の更新を申し込みます。 

 

  令和元年５月２０日 

学校名  福井市岡保小学校  

校長氏名   小島 啓市   

 

１ 今年度の目標（学校の約束） 

 

 ① 岡保地区の環境、地球環境について学習します。 

 ② 水や電気、紙などの資源を大切に使います。 

 ③ ごみの分別をしっかりし、リサイクルに努めます。 

２ 取組内容 

 ①環境学習 

  ・岡保地区の自然を調査し、「岡の泉」や水田や水路に生息する生き物の学習をしたり、

飼育をしたりする。 

  ・清掃センター・浄水場・浄化センターなどの施設の見学を行う。 

 ②節水・節電の取組 

  ・水道やスイッチにポスターやラベルを貼り、節水・節電を呼びかける。 

 ③地域と連携してごみの分別回収・清掃活動 

  ・リサイクルボックスを用意し、ごみの減量を図る。 

  ・古紙やアルミ缶などの回収をＰＴＡや地域と連携して行う。 

★ ＥＳＤポイント 

①の環境学習では、岡保地区に生息する生き物と環境の関係性を調査し、地域の自然

の豊かさを感じ取ることで、この地域の自然を守っていくことの大切さを理解する。（相

互性・多様性） 

 



                                                （提出日）令和２年 １月１１日 

福井市学校版環境ＩＳＯ 実施報告書 

学校名  

福井市岡保小学校 

 

１ 今年度の目標（学校の約束） 

① 岡保地区の環境、地球環境について学習します。 

 ② 水や電気などの資源を大切に使います。 

 ③ ごみの分別をしっかりし、リサイクルに努めます。 

２ 取組内容 

① 環境学習 

  ・岡保地区の環境や岡保地区に生息する絶滅危惧種である「キタノメダカ」について学

んだ。（６年生） 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・浄水場、浄化センターを見学した。（４年生） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４年生が、清掃セン

ターや浄水場、浄化セ

ンターを見学し、飲料

水ができるまでの過程

や汚れた水の処理の大

変さを学び、水を汚さ

ないことや節水につい

て深く考えることがで

きた。 

 ６年生が、岡保に住む生き物の調査を行った。

そこで、在来種と外来種が生息していることに注

目し、くわしく調べた。 

 岡保地区には、絶滅危惧種である「キタノメダ

カ」が生息していることを知り、メダカを守るた

めに自分たちができることについて考え、地区の

文化祭で発表した。 

浄水場見学 

浄化センター見学 



 

 

②節水・節電の取組 

・水道やスイッチにポスターやラベルを貼り、節水・   

節電を呼びかけた。  

 

③地域と連携したごみの分別回収・清掃活動 

  ・リサイクルボックスを用意し、ごみの減量を図った。 

  ・古紙やアルミ缶などの回収をＰＴＡや地域と連携し 

 て行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★ ＥＳＤポイント 

①岡保の環境学習では、岡保地区に生息する絶滅危惧種「キタノメダカ」について詳し

く学ぶことができた。児童は、岡保地区の豊かな自然環境を守るために自分達ができ

ることは何かを考えることができた。地域の環境や生物の様子を学び、貴重な自然を

守ることの大切さを理解することができた。（協力・参加・未来） 

 

 
 
 

【具体的効果】 

・総合の時間や生活科の時間に地域の環境について学習することにより、児童の中にふ

るさとの環境を大切にしようとする意識や地域を愛する心が育ってきた。 

・児童一人一人が心がけることによって、省エネの意識を持たせることができた。 

・環境教育と総合的な学習や理科、社会科の授業での学習内容を関連づけることで、着

実に自然環境を守っていこうする意識を高めることができた。 

 

【改善点】 

・児童と話し合う時間をより多く設け、児童が環境学習で学んだことを活用して、より

実践的な活動ができるようにしていきたい。 

・地域の文化祭で発表するだけでなく、児童が考えた活動を学校全体で継続して行って

いけるような計画や環境を整えていく。 

・地域との結びつきが強い本校の特徴を活かし、今後も、これまで以上に地域からの情

報を収集し、地域と連携しながら活動を進めていくようにしたい。 

 

紙のごみをすすんでリサイクルボックスに入れ、ごみの減

量につなげている。 

エコキャップ、アルミ缶回収にも取り

組んでいる。 
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